
（別紙４）

〜 令和7年3⽉8⽇
（対象者数） 23⼈ （回答者数） 6⼈

〜 令和7年3⽉8⽇
（対象者数） 6 （回答者数） 6⼈

〜 年 ⽉ ⽇
（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

この⼿法で継続的に計画の作成を⾏いたいと思う。

2

新しく⼊職したスタッフも数名いるので、さらにチームで
の⽀援を実現できるように取り組んでいきたいと思う。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

地域の商店街の中にある事業所なので、商店街の他の店舗
とコラボして地域のこどもも巻き込んでのイベントを企画
し、実施していきたいと思う。

2

保護者会を企画、実施し、保護者同⼠が交流し、課題や悩
みを共有しつつ、スタッフも交えてアプローチできるよう
に取り組みたいと思う。

3

○事業所名 フレデリーしんまち

○保護者評価実施期間 令和7年2⽉21⽇
○保護者評価有効回答数

令和7年2⽉21⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 年 ⽉ ⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の他のこどもとの活動についての項⽬が「いいえ」が多
かったので、弱みだと思われる。

このような活動を企画、実施できなかったのが課題である。

保護者会の開催についての項⽬が「いいえ」が多かったの
で、弱みだと思われる。

このような活動を企画、実施できなかったのが課題である。

放課後デイサービス計画の作成についての項⽬が保護者の全
員が「はい」だったので、計画の作成については当事業所の
強みだと思われる。

児童発達⽀援管理責任者だけではなく、作業療法⼠もアセス
メントを⾏うことで、多⾓的な視点から分析した上で計画の
作成を⾏っている。

事業所の職員から共感的に⽀援されているかという項⽬が保
護者の全員が「はい」だったので事業所の強みだと思われ
る。

経験豊富なスタッフを配置し、職員間の情報共有やチームと
しての⽀援に⼒を⼊れているのでその点が良かったのではな
いかと思う。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


